
あ
な
た
の
子
育
て
を

あ
な
た
の
子
育
て
を

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す
‼

　つどいの広場を利用したときに、 掲示してあるポスターを見て初めてファミサポ制度のこと

を知りました。 私は関西出身で転勤族。 いざというときに、 見てもらえる人がいないことで

困ることがたびたびあります。 子どもが２人いるのですが、 コロナ禍により行事参加への人

数制限があるときなど、 ファミサポ制度を利用しています。 初めての利用の際には不安もあ

りましたが、 サポート会員の方と事前に顔合わせを行うことで、 子どもとの相性や会員さん

のことも知ることができ安心できました。 また、 預かり場所を選択できたことも助かりました。

子どもにとってもサポート会員さんとの遊びや関わりは新鮮に感じるようで、 新たな一面を

見せてくれるほか、 今ではサポート会員さんから育児のアドバイスももらうなど、 温かく対

応していただいています。

　私と同じような環境の方は大勢いらっしゃるかと思います。 頼れる人がいないときには、

頼れる制度を活用してほしいと思います。

　

「
残
業
続
き
で
、
保
育
園
の
お
迎

え
が
心
配
」
「
自
分
の
習
い
事
や
友

人
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
い
け
ど
子

ど
も
を
ど
う
し
よ
う
」
な
ど
と
思
っ

た
こ
と
の
あ
る
子
育
て
経
験
者
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方

で
、
「
子
育
て
世
代
で
困
っ
て
い
る

方
々
を
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
祖
父
母
世
代
の
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
利
用
者
の
側
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
を
地
域

ぐ
る
み
で
お
手
伝
い
す
る
組
織
が
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
で
す
。
鹿
屋
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ

ミ
サ
ポ
）
で
は
、
育
児
や
家
事
の
援

助
を
受
け
た
い
人

（
利
用
会
員
）
と

援
助
を
行
い
た
い
人

（
サ
ポ
ー
ト
会

員
）
が
会
員
と
な
り
、
有
償
で
の
支

え
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

援
助
内
容
は

「
保
育
施
設
、
習
い

事
等
へ
の
送
り
迎
え
」
や

「放
課
後

・
急
用
時
等
の
子
ど
も
の
預
か
り
」

な
ど
の
ほ
か
、
産
前
産
後
に
は
、
掃

除
や
洗
濯
、
買
い
物
な
ど
の
家
事
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
直
接
的
な
支
援
に

加
え
、
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
、
地
域
で
支
え
合
う
フ
ァ

ミ
サ
ポ
制
度
。
育
児
や
家
事
の
援
助

を
お
願
い
し
た
い
、
援
助
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
フ
ァ

ミ
サ
ポ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問問
鹿
屋
市
フ
ァ
ミ
リ
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・
サ
ポ
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
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利用会員　　　335 人

サポート会員　２９０人

両方会員　　　　 41 人

※令和４年４月１日現在

ファミサポ

アドバイザー

利用会員
サポート

会員

①援助の申込み ②援助の打診

③援助

④報酬

２人の子育てに奮闘中の

佐
さ と う

藤 沙
さ や

耶 さん

▲ファミリーサポートセンター活動の流れ

利用

人
口
減
少
は
、

加
速
し
て
い
ま
す
!!

　

日
本
の
人
口
減
少
は
、
急
速
に
進
ん
で

い
ま
す
。
国
が
公
表
し
た
日
本
の
総
人
口

は
、
２
０
２
１
年
10
月
１
日
時
点
で
、
約

１
億
２
，
５
５
０
万
人
で
あ
り
、
11
年
連
続

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
前
年
比
で
は
、
過
去

最
大
の
64
万
４
千
人
の
減
少
で
あ
り
、
こ
れ

は
１
年
間
で
鹿
児
島
市
を
上
回
る
人
口
が
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

鹿
屋
市
も
例
外
で
は
な
く
、
２
０
０
６
年

の
合
併
以
降
10
万
人
を
維
持
し
て
い
た
人
口

は
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
時
点
の
推
計
人

口
で
10
万
人
を
切
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

の
主
な
要
因
は
、
子
ど
も
の
出
生
数
が
減
っ

て
い
る
こ
と
や
、
進
学
や
就
職
を
機
に
若
者

が
都
市
圏
へ
出
て
い
き
、
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

令
和
４
年
４
月
１
日
に

「
人
口
減
少
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
人
口
の
減
少
を
押
し
と
ど
め
る

と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た
地

域
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「（
仮
称
）
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
す
。
魅
力
あ
る〝
ふ
る
さ
と
鹿
屋
〟

づ
く
り
の
た
め
に
効
果
的
な
施
策
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

問問
市
人
口
減
少
対
策
本
部

市
人
口
減
少
対
策
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
４--

3131--

１
１
２
５

１
１
２
５

町内会や地域行事、消防団

などの担い手が不足し、地

域の支えあい機能や

防犯・防災力

が低下する。

地域の支えあい機能の低下

若い世代の人口が減ること

で、企業・事業所等で働

き手の確保が困難になるほ

か、農林水産業の担

い手も不足する。

労働力の不足

子ども数が減ることで、

クラスの少人数化や学校

の統廃合、地域の伝統文

化の継承等が難しくなる。

学校の統廃合

地域商店の閉店や公共交通

機関の縮小・撤退により、

高齢者や自動車を運転でき

ない人の生活に影響が出る。

買い物や移動の問題

人口が減ると？

予想される

こんなこと

資料：総務省「国勢調査」、鹿屋市「鹿屋市人口ビジョン」
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101,096

将来目標の達成に向けた
取り組みを考えます！

（人）
鹿屋市の人口の将来推計と将来目標目　標 

89,125

● 将来推計 ●将来目標

目標達成に向けた取組取　組

自然増減対策を考える

結婚 ・ 出産を希望する人への

支援、 子育て支援、 教育、

健康寿命の延伸等

地域コミュニティ、防災、

見守り、 生活環境、

インフラ整備等

持続可能な地域

づくりを考える

●●●
●●●●●

72,けた

雇用創出、

移住 ・ 定住、

関係人口等

社会減対策を考える

子育て ひとつながり育て ひとつながり

将来人口推計現　状 

資料： 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来
推計人口」、鹿屋市「鹿屋市人口ビジョン」

項目
（人口）

1980 年 2020 年
2060 年

※推計

日本 約１億 1,706 万人 約１億 2, ６２２万人 約 8,674 万人

鹿児島県 約 178 万４千人 約 158 万 8 千人 約 120 万人

大隅半島

（４市５町）
約 28 万 9 千人 約 22 万 3 千人 約 12 万 6 千人

鹿屋市 約 10 万人 約 10 万 1 千人 約 7 万 2 千人
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